
書式第 12号 (法第 28条関係)

平 成 30年 度  事 業 報 告 書

平成 30年 4月 1日 から 平成 31年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

1 事業の成果

(1)特定非営利活動に係る事業

①環境教育及び環境人材の育成に係る活動

1)資格認定講習
受講者数を維持すべく、【東京】国立オリンピック記念青少年総合センター (1月 12日 (土 )

13日 (日 ))と 【北海道】札幌科学技術専門学校 (10月 6日 (土)7日 (日 ))にて開催し2
3名の受講者であった。内訳等は以下のとおり。

平成 30年度受講者数内訳
級 人数

上級 0名

中級 17名 (う ち北海道2名 )

初級 6名 (う ち北海道0名 )

環境再生医受講者推移 (直近 5年 ) (単位 :人 )

2)認定校制度
285名 の環境再生医初級を認定した。

認定校での認定者数推移 (直近 5年 ) (単位 :人 )

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

初級 12

中級 14 13 21 17

上級

合計 17 26 25 24 23

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

認定校 287 247 337 212 285

2018年 度 認定校 環境再生医 取得者数

認定校名
取得者数

(人 )

岩手大学 7

岩手県立大学 10

大阪産業大学 5

九州産業大学 28

岐阜大学

京都学園大学

神戸大学

神戸女学院大学 23

尚綱学院大学

芝浦工業大学 15

実践女子大学

拓殖大学 36

|



玉川大学 13

第一工業大学

都留文科大学 10

東海大学

東京農工大学

専門学校東京テクニカルカレップ

西 日本短期大学

日本大学 42

日本工科大学

長崎大学

宮崎大学

官城大学 22

龍谷大学

285

拓殖大学北海道短期大学

3)資格制度の質の向上
ネットワークの活性化を目的に2018年 8月 に宮城県にてイベントを開催した。

4)資格取得者の管理 (更新等)

更新率対象者数 179名のうち 124名が更新を行った (69.3%)。

② 身近な自然環境の保全・復元・維持管理に係る活動

1)レ ンジャーズプロジェクト
レンジャーズ隊員の派遣を39回行い、 333人 の参加があった (企業・認定校のレンジャ

ズは除く)。

隊員登録数は3, 058名。
横浜市内での実施はNPO法人よこはま里山研究所と協働で行った。
4団体 (ス ペンサースチュアート、indeed、 NPO法人フュージョン長池、拓殖大学等)か ら受

したプログラムを実施した。

2)大阪マラソン2018

大阪マラソン2018公式寄付先団体としての選定を受け、大阪府内の自然環境保全活動を促進
するおおさかレンジャーズプロジェクトを行った。地域に密着し、大阪府内の自然環境保全活
動を行っている環境NPOの 人手不足を解消すると共に、保全フィール ドを次世代につなぐこと
を目的に「レンジャーズプロジェクト」を大阪府内3か所 (大阪城公園・高槻市内の芥川・枚
方市穂谷の里山)にて実施した。
201&5.20 大阪春の陣でひこばえと雑草を退治せよ l in大阪城公園
2018.7.28 ビオトープ池の景観保全 ! in大阪城公園
2018.8」 8 水辺の環境整備 l in芥 川緑地
2018.9」 5 水辺の環境整備 l in芥 川緑地
2018.10.13 ビオトープ池周辺の景観保全 l in大阪城公園
2018.12.15 里山で !棚田エリアの整備 in穂谷の里山
20■ 01.26 新年最初 !落ち葉集め in大阪城公園
20■ 02.16 がっつり!里山作業 in穂谷の里山
201)03.23 河川をみんなでクリーンアップ l in芥 川緑地

3)み どり東京・温暖化防止プロジェク ト助成金
地球温暖化防止及び都市の自然環境保護の視点から、渋谷区低炭素まちづくり計画に沿った

大型再開発が進む渋谷駅周辺地区を中心として、地域住民や団体、企業の参加・協力を得て、

楽しみなが ら取 り組める、緑の保全やフー ドロスの削減、打ち水、東京2020大会の会場の温度

調査などを実施 し、環境の改善に取り組んだ。

③農山漁村の活性化及び環境保全型農林業に係る活動

1)ふるさと未来創造事業
農林水産省 「平成 30年度農山漁村振興交付金」の採択があった地域協議会等より受託して



以下の業務を行った。

団体名称/地域 内容

宇都宮農村交流プロジェク
ト協議会/栃木県宇都宮市
上河内

地域資源 (農地・河川・歴史伝統文化等)を活かしたグ
リーン・ツーリズムプログラムの開発

高倉ふるさとづくりの会/
埼玉県鶴ヶ島市高倉

農業と福祉の連携。施設外就労を中心とした障害者雇用
による農業の活性化。

道志村農泊実施協議会/山
梨県道志村

農山漁村滞在型旅行の事業化を目指 し、MTBプ ログラ
ムの開発とア ドベンチャーツアープログラムの開発を行
った。

松崎町半農半X促進協議会
/静岡県賀茂郡松崎町

長期滞在型の半農半 IT研修プログラムを開発した。

種子島・伊関農泊推進協議
会/鹿児島県西之表市伊関

農山漁村滞在型旅行の開発を行った。

2)湘南国際マラソン2018

湘南国際マラソン2018の公式寄付先団体として選定を受け、東 日本大震災ならびに福島第一

原発事故によって被害を受けた地域にて、ふたたび自然と共に生きる地域社会を創るべく、被
災地における自然を活かした地域再生活動を行った。
・ 自然資源を活かしたツーリズムの支援

岩手、宮城、福島各県の沿岸被災地では、観光や視察で訪れる人の数が伸び悩み、風化ヘ
の懸 念が強まっている。中でも、被災者 らが震災の体験や教訓を話す 「語 り部」ガイ ドの
利用者はピークから大きく減少し、震災の伝承に関わる団体や個人は、将来的な活動継続ヘ
の危機感を募 らせている。

岩手県沿岸部で2010年 582万人が2016年 387万人。宮城県気仙沼・石巻圏で805万人が551万

人。福島県浜通 りで 1,615万 人が 1,067万 人と40%近 く減少している。 (2018年 3月 時点)

豊かな生物種や水産資源、美しい風景をもちつつも、震災をきっかけに減少してしまった
観光客。地域の魅力や自然の豊かさを多くの方に知ってもらい、守るべき環境財産としてこ
れからも保全していくべく、宮城県内沿岸部のグリーン・ツーリズムやエコツーリズム実施
団体等をマッピング化 しプロモーションに努めた。

・ 復興人材の育成
東北の環境再生に関心をもつ若者同士の交流と気づきのきっかけを目的に「里海再生」ス

タディーキャンプを開催することで、被災地の現状を知り、課題に気づくきっかけを提供し
た。

・ 子どもたちの自然体験支援 (宮城県気仙沼市舞浜地区)

東日本大震災により、津波で破壊された気仙沼の海岸線では防波堤を建てる復旧復興工事
が開始されたため、子どもたちが簡単には海に近づけない状態になった。

気仙沼市の一部では地域住民の希望により浜辺を守ることができた。この浜辺や漁港を活
かして、この海を好きになり、一緒に守り浜をもっと活性化させたいという思いから、海を
楽しみ、知るイベントの支援を行い、地域の子どもたちと海との関係を取り戻す自然体験プ
ログラムが開催された。

3)静岡トヨタ自動車(レ囀ハイプリット基金
松崎町石部棚田におけるホタルの新たなビオ トープネットワークを創出すべく、石部棚田の

上流域にある山林エリアをホタルが生息できる環境に再生工事を行った。

④ 自然体験学習に係る活動
特になし

⑤ テキスト等の出版に係る活動
特になし

⑥ 社会啓発や情報発信等に係る活動
1)ニュースレター

ニュースレター (環境再生事例6頁・進捗2頁 )を年4回発行した。なお、No.63号 (3月 )は環

境再生事例がなかったため「NARECの平成を振り返る」とした。

月・No 内 容

6月

No.

環境再生活動事例

氏 名 林 紀代美

テーマ 身近な食から環境とわたし、地域を考える～学びや活動の難しさに

悪戦苦闘しながら～



9月

No.61
環境再生活動事例
氏 名 黒川 美加
テーマ 山崎の谷戸 。景観と生態系を守る

1月

No.62
環境再生活動事例
氏 名 棄原 淳
テーマ 企業による生物多様性保全活動の取り組み～生物多様性に配慮した
事業所内の緑地活用～

3月

No.63
特集 NARECの 平成を振り返る

2)ホームページ
ホームページの他、MLと SNS(Facebook・ Twitter)にて情報発信を行った。
ホームページの関覧者数 (ラ ンディングベージの合計人数)は 24,617人 であった。
レンジャーズプロジェクのホームページ閲覧者数 (ラ ンディングページの合計人数)は6,577

であった。

⑦ 自然環境の復元の学術的発展に貢献する活動
特になし

(2)その他の事業
なし

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 事 業 内 容 実 施
日 時

実 施
場 所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人   数

事業費の

金額
(千 円))

①環 境 教 育
及 び 環 境
人 材 の 育
成 に 係 る
活動

1)資格認定講習
2)認定校制度
3)資格制度の質の向上
4)資格取得者の管理 (更新

等)

1)10/6-7、  1/
12-13

2)通年
3)2/24-25
4)通年

1 ) 北海道、東

京都
全国

宮城県

全国

2

3

4

1)9人
2)2人
3)2人
4)2人

1)受講者
23人

2)認定者
212人

3)参加者
ri
υノヽ

4)更新者
124人

2,526

② 身 近 な 自
然 環 境 の

保 全 ・ 復
元 ・ 維 持
管 理 に 係
る活動

1)レ ンジャーズプロジェク
ト

2)大阪マラソン2018

3)み どり東京・温暖化防
止プロジェクト助成金

1)通年
2)通年
3)通年

1)埼玉県、東
京都、神奈
川県

2)大阪府
3)渋谷区

1)5人

2)10人

3)4人

1)登録者
3,058ンメ`

2)ラ ンナー

32,0()0人

3)渋谷区民
228,1)70
人

7 751

③農 山 漁 村
の 活 性 化
及 び 環 境
保 全 型 農
林 業 に 係
る活動

1)農山漁村振興交付金
2)湘南国際マラソン2018

3)静岡トヨタ自動車{掬ハイプリット
基金

1 通年
通年
通年

2

3

1)栃木県宇都
宮市、埼玉
県 鶴 ヶ 島
市、山梨県
道志村、静
岡 県 松 崎
町、鹿児島
県西之表市

2)宮城県
3)静岡県松崎

町

1)3人

2)13人

3)2人

1)協 議 会 構

成員等
40人 ・ 団

体
2)ラ ンナー

21,730人
3)松 崎 町 石

部 地 区住

民
246人

1 2 139

④ 自然体 験
学 習 に係
る活動

特になし 0

⑤テ キ ス ト
等 の 出 版

特になし
0



に

動

る 活

1)ニ ュースレター
2)ホームページ

1)年4回

2)通年

1

2

東京
東京

1)3人

2)2人

1)発送数
1,311人

2)閲覧者
20,452人

1,809

特になし 0

(2)その他の事業
なし

事業名 事 業 内 容 施

時

実

日
施
所

実
場

従事者
の人数

事業費の

金額

(千 円)

啓

や 情 報
信 等 に
る活動

環
元
的

貢

然
復
術

に

の
学

展

す る活動



13 (法 28

平成30年度 活動計算書

平成 29年 4月 1日 から 平成 30年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 自然環境復元協会
(単 :円 )

1 受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費
受取入会金
受取会費 計

2 受取寄附金
受取寄附金
受取寄附金 計

3 受取助成金等
受取助成金
受取補助金
受取助成金等 計

4 事業収益
受託金収益
再生医講習会費収益
催事参加費収益
資料配布収益
その他事業収益
事業収益 計

5 その他収益
受取利息
雑収益
その他収益 計
経常収益 計

経常収益計
Ⅱ 経常費用

1 事業費
(1)人件費

給料  手当 (事 )

賞    与 (事 )

臨時雇賃金 (事 )

通  勤  費 (事 )

法定福利費 (事 )

福利厚生費 (事 )

人件費 計
(2)その他経費

業務委託費
諸 謝 金(事 )

印刷製本費(事 )

会 議 費(事 )

旅費交通費(事 )

車 両 費(事)

リース 料 (事 )

車両燃費費(事)

通信運搬費(事)

消耗  品費(事)

消耗器 具備 品費(事)

広 告 費(事)

水道光熱費(事)

地代 家賃(事 )

賃 借 料 (事)

保 険 料 (事)

諸 会 費(事)

租税 公課 (事 )

研 修 費(事 )

支払手数料(事 )

2,397,941
5,000

279,175
317,121

2,254,988
21,735

860,649
58,775

1,175,850
622,433

0
701,603
104,927
866,651
119,618
105,052
610,689
67,126
42,404

368,417

科 日 金 額

526.000
863,000

7,000
9

11,726,918

3.185,000
0

3.185.000

9,776,000
3,035,000

15,000
1,500

829,278
13.656.778

99
438,795

438.894
30.403.

7,876,552
423,800

2,893,637
729,162

1,200,888
68,786



支払寄付金 (事)

支払 利息(事)

雑1   費(事)

その他経費(事)計
事業費 計

2 管理費
(1)人件費

給料手当
賞  与
ハ
‐
―卜・アルハ・イト米斗

通 勤 費
法定福利費
福利厚生費
人件費 計

(2)そ の他経費
印刷製本費
会議費
旅費交通費
車両燃費費
通信運搬費
消耗品費
水道光熱費
地代家賃
賃借料
広告宣伝費
委託手数料
会計士報酬
保険料
諸会費
リース料
租税公課
支払手数料
雑費
その他経費 計
管理費 計

経常費用 合計

0
28,143
26,332

11 034 629
24 227 454

738,598
46,200

457,997
82,858
109,058
10,705

1.445.416

７

９

０

４

６

４

４

５

７

２

1.056.865

26.729.735
当期一般正味財産増減額 3.673.855

Ⅲ 経常外収益
1.過年度損益修正益

経常外収益 合計
9

9

10.420.128前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額 14. 123.247



書式第 15号 (法第 28条関係)

平成30年度 貸借対照表

平成 30年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

(単位 :円 )

科
口
日 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金・預金

未収収益

前払費用(次期経費諸国)

立替金

仮払金(労働保険料他)

流動資産合計

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有 形固定資産

機械及び装置

(投資その他の資産)

(3)投 資その他の資産

出資金

敷金

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

I 負債の部

1 流動負債

短期借入金

未払金

仮受金

預り金

前受金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

長期借入金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

16,720,555

106,663

138,718

0

0

16,965,936

1 7 480 536

3 357 289

0

350,000

164,600

514,600

0

1,002,535

7,000

147,754

1,000,000

2,157.289

1,200,000

1,200,000

10,420, 128

3,673,855

14,123,24 7

1 7 480 536



書式 16 28条 係 )

平成 30年度  財務書類の注記

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

重要な会計方針
財務書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正NPO法人会計基準協議

会)|こ よっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当ナン

(2)固定資産の減価償却の方法
有形固定資産 :定率法
無形固定資産 :該当ナシ

(3)引 当金の計上基準
貸倒引当金 :該 当ナシ

賞与引当金 :該 当ナシ

退職給付引当金 :該当ナシ
(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理 :該当ナシ
(5)ボ ランティアによる役務の提供
ボランティアによる役務の提供はありましたが、その役務に関する会計上の処理は行いません。

(6)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、内税方式によっています。

【会計方針の変更】
平成26年度よりNPO法人スタイルの会計ソフトに変更しております。

【事業費の内訳】
事業費の明細は別表の部門別実績集計表を参照願います。

【施設の提供等の物的サービスの受入の内訳】
I税込](単位 :円 )

該当ナシ
薩墓量[1:蛾還

【活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳】
〔税込1(単位 :円 )

該当ナシ
圏 爾 聾藍暮通遅:鼠護 通慧 |:

【使途等が制約された寄付等の内訳】

【固定資産の増減内訳】

該当ナシ

合計

霞裏国墓壼鷹警菫i塞:墓

=I:二
基藻奎蓋覆|墓II互■I混:il置!IEI菫互目 |:

〔税込1(単位 :円 )

該当ナシ

該当ナシ△
=↓EI面 :

I税込1(単位 :円 )

購羅籟目護蓮

■LILIII:二重螢:二嶽菫麟憂
=鷺

懇



【借入金の増減内訳】
〔税込〕(単位 :円 )

短期借入金

長期借入金 2, 160,000 960,000 1,200,000

合計 2.160,000 960,000 1,200,000

【役員及びその近親者との取引の内容】
役員及びその近親者との取引は以下の通 りです。

I税込1(単位 :円 )

【その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の
状況を明らかにするために必要な事項】

旅費交通費 2,238,708 60,000

活動計算書計 2,238,708 60,000

圏覆饉:懇互轟釜二:=二逸二i』曇五::二雲
=醸

劉

釜:主 i■ ユル:=二 Iti;:=til iζ型|」 li:璽l曇



事業費の内訳

1.環境教育及
び環境人材育
成部門

2.身近な自然
環境の保全部
Fヨ

3.農山漁村の
活性化部門

4.自 然体験学
習に係る活動

5テキスト等の
出版に係る活
動

6.社会啓発や
情報発信部門

7.自然環境の
復元の学術的
発展に貢献す
る活動

の

綱常取][】

受取罰 町
~

正 会員受取「奮百
~

会員受取芸:費

~

会金
~~~~~

0
0
0

0
0
0
0

0
0
0

0
0
0
0

0

0

0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

【受取寄付金】  ~~
更取寄付金

~~~~

更i]]ii「:i::T:]:i:i::~~11:|「

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~
17,000

17.000

8.653.498

8.653.498

1,711 720
1,711,7

0
0

0
0

0
0

1.200,000

:,200,000

助成金
~

0
0
0

1,000.000

0

400,000
0
0

0
0
0

0
0

0

0

0

0
0

1,000,000 400,000
【事業収益】
事業

~■

反:益

~~~  ~~~

受託事業取
「
益
~~~

和 他事業取益
~~~

3.036.500

0
225,300

3,261.800

15,000

0
603.978

0

9,776,000

0

0
0
0
0

0

0

0

0
0
0

0
0
0618,978 9,776,000

【その他収益】
曇[]i反

~~~;「

iF]ヨ [~~~~~~~~~

雑 収
~益 ~~~~~

その他収益|~丁
~~~~

0
4.500

4.500

3.283.300

2

118,365
118.367

10,390.843

0
13.000

13.000

0
0

0

0

0
0

0
0
0

0
0
0経常収益 計 11,900,720 1.200,(X】 D

件費 )

手
~当

C署5~~

「

~~与
( 業 )

通 勤
~更

停疎)

法定福利費
l厚生費(事業)

606.468
31,250

925.248
133,557
98,326
5,084

1,799,933

1,653,303

90,950
761.145
133.508
255,039

4.646.219

2.

1.176.011

425,747
694.242
52.301

7.243.:20

0
0
0
0
0
0

0
0
0

0

0
0

970.562
53.000
31,233
36.350

153.281

678
1.245 ,104

0
0
0
0
0
0
0

10,723

2.904.668

132.926
0

34,201

6.235

93.915
0

54,882
0

81.273
15,415

0
0

2.250

9,297

236.873
30.532

0
7,329

8.261

888,166
0

29,452

114.350
6

14,415

109,041

0

548,529
290,354

0

0

680,693
18.482

291,197
45,032

0

31,180
501,413
11,631

0

320,130
0
0

24,592

1,073,989

5,000

78.312
189,952

1,222.631

0
696.726
58,775

486.806
315,235

0
0

18,360

75,906

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0

302.860
0

137,210

0
0
0
0
0
0
0
0

6.584

10.016

7,320

0

0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

59,242
1.429

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0

0
0

300
1,242

308.538
43,162

0
65.570
99,913

49.545
42,404
35,646

0
28,143
1.698

4,896.311

30,043
892

0
973

1,102

700
0

4.439

0
0
5

0
0
0
0
0
0
0
0

5,250

0
8.202

0
0

37

その他経費計 726,878 4,84フ ,083 564,357

事栞費 計 2.526.811 7.751,751 12,139,431 1,809,461

業務

晶
「

~謝
|~ζ

[~~~~~

臓「菫[本i属【事:]鮨ア
~

リース

業 )

修 繕
広 告

税
~

修 目

甲「日(事業T~~~
費(事業)



書式第 17号 (法第 28条関係)

平成30年度 財産目録

平成31年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人自然環境復元協会

(単位 :円 )

科 目 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金

普通預金 (三菱東京UFJ銀行神田支店)

普通預金2(三菱東京UFJ銀行神田支店)

普通預金3(三菱東京UFJ銀行神田支店)

ゆうちょ銀行

郵便振替口座  (四谷大木戸郵便局)

郵便振替口座  (会費専用口座)

未収収益

前払費用(次 期経費諸国)

立替金

仮払金(労働保険料他)

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有 形固定資産

機械及び装置

(2)投 資その他の資産

出資金(東京コミュニティ′ヾンク)

敷金 )

固 定 資 産 合 計

疼    幸    △    ユ
』ミ   だ■   ロ    ロ |

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

短期借入金

未払金(事務費管理費諸日)

預り金(源泉所得税・社会保険料)

前受金

仮受金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

長期借入

固 定 負 債 合 計

負

正

債

味 財

計

産

96,803

11,275,412

5,290,832

44,618

12,890

106,663

138,718

16,965,936

1 7 480 536

0

350,000

164,600

514,600

0

1,002,535

147,754

1,000,000

7,000

2,157,289

3,357,289

1,200,000

1,200,000

14,123,247



書式第 18号 (法第28条関係)

平成 30年度 年間役員名簿

平成 30年 4月 1日 から 平成 31年 3月 31日 まで

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

役  名 氏   名 住 所 又 は 居 所 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 有賀 一郎

平成30年 4月 1日

平成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 石川 晶生

平成30年 4月 1日

平成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 糸長 浩司

平成30年 4月 1日

平成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 井上 國博

平成30年 4月 1日

平成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 大森 正一
平成30年 4月 1日

平成30年 5月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 奥田 進一
平成30年 4月 1日

平成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 小日 深志

平成30年 4月 1日

平成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 小澤 健一郎

平成30年 4月 1日

平成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 小野塚 喜代一

平成30年 4月 1日

平成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 河 口 秀樹

平成30年 4月 1日

平成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 木内 勝司

平成30年 4月 1日

平成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日



理事 河野 均

1平

|´
｀´

F

成30年 4月 1日

成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 小林 徹

1平成30年 4月 1日

1平
成30年 5月 31日

年 月 日

～ 年 月 日

理事 小堀 悠

呼

|´
｀

F

成30年 4月 1日

成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 齋藤 邦人

1平

|～

1平

成30年 4月 1日

成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 島村 雅英

1平

|´
｀レ

1平

成30年 4月 1日

成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 神宮字 寛

1平

|´
Ψ

I平

成30年 4月 1日

成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 高畑 正

[        ~~~

1平成30年 4月 1日

1平
成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 型 ^リ| 周

1平

|´
｀レ

1平

成30年 4月 1日

成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 土谷 光憲

1平成30年 4月 1日

1平
成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 中村 安行

1平成30年 4月 1日

1平
成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 林 寛之

1平

|～

1平

成30年 4月 1日

成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 速水 洋志

1平

|～

1平

成30年 4月 1日

成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 春田 章博

1平 成30年 4月 1日

1平
成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 水上 精榮

1平 成30年 4月 1日

F成 31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

理事 村上 宣雄

平成30年 4月 1日

成30年 5月 31日

年 月 日

年 月 日



理事 山岡 好夫

1平

´
｀ン

F

成30年 4月 1日

成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

監事 福冨 洋一郎

呼
´―

1平

成30年 4月 1日

成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日

監事 山崎 康徳

1平

´―

1平

成30年 4月 1日

成31年 3月 31日

年 月 日

年 月 日



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

社員のうち10人以上の者の名簿
平成 30 年 3 月 31 日現在

特定非営利活動法人 自然環境復元協会

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 赤尾 整志

2 浅井 葉子

3 有賀 一郎

4 池田 昌義

0 石川 品生

6 石橋 稔

7 伊藤 登

8 井上 國博

9 岩瀬 森の助

10 梅田 忠

11

12




